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令和３年１月２６日 

イ．あしやキッズスクエア【実施状況】 （平成２７～３１年度・令和２年度 12 月末報告）

１．実施小学校  平成２７年度実施 精道・山手・潮見 

        平成２８年度実施 宮川・朝日ケ丘・浜風 

        平成２９年度実施 打出浜・岩園 ※平成３０年度全８小学校で年間実施。 

         ※平成３１年度全８小学校で長期休業日を含む完全実施。（年間を通して全て開催可能日開催） 

２．対象児童  市内小学校区に居住する小学１～６年生（私立校等含む） 

３．実施場所   

小 学 校 実 施 場 所 小 学 校    実 施 場 所 

精道小学校 

山手小学校 

朝日ケ丘小学校 

打出浜小学校 

校庭・コミスク棟２階 

校庭・和室・会議室 

校庭・ランチルーム・視聴覚室 

校庭・コミスク大会議室 

宮川小学校 

岩園小学校 

潮見小学校 

浜風小学校 

校庭・和室・コミスク棟 
校庭・ラウンジ・北１階普通教室・ 

ミーティング室・会議室 

校庭・ランチルーム・スポーツクラブ 

校庭・体育館２階  

４．実施時間等 月曜日～金曜日（お盆・年末年始除く。夏休み・冬休み・春休み実施） 

        放課後 最も早く下校する学年の下校時間～午後５時 

        代休日・３季休業（午前８時３０分～午後５時） 

＊個人懇談・給食なし・始終業式など開始時間変更あり，11～12月午後 4時 30 分終了 

        ※集団下校日・運動会前日・卒業式・研究会など行事により中止（年 6日程度） 

          お盆期間（８月１０～１６日）年末年始（１２月２６～１月５日）は不開催（年 8日程度） 

        年間開催日数 ２２５日程度（７７０時間程度）         

５．申し込み方法 

① 申請書記入・専用の納付書で納付書記載機関にスポーツ安全保険料８００円に納付 

② 青少年育成課に申請書・納付書領収書を青少年育成課に持参,郵送 

③ 申し込み後約 1週間で参加カード・プリントを発送し，参加可能 

登録は随時，新年度当初より参加希望の場合，２月全小学校１～６年生登録案内配布し，２～３月２週間

程度登録期間後，（保護者が多数集まる懇談時のみキッズスクエア受付投函可）終業式までに参加カード学

級経由配付 ※保護者多数登校する日のみキッズスクエア受付で受付可（納付別途必要） 

６．参加方法 

 ① 参加時，参加カードに保護者が参加日時・捺印の上，持参 

② キッズスクエア受付にて参加カードを提示する 

③  校庭及び室内にて宿題や遊びなどを行う。また体験プログラム参加 

④ 参加名簿に氏名,学年,参加開始時間を記入しビブスを着用。 

⑤  参加終了時にビブスを返却。退出時間を記入し参加カードを返却。 

７．スタッフ   

常時３名（マネージャー１名・安全管理員２名）体験プログラム時別途指導員１～２名配置 

地域スタッフ：精道・宮川・山手・岩園・朝日ケ丘・打出浜・浜風 シルバー人材委託：潮見  
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８．開始時期

年 月 日 項  目 

平成２７年５月１１日 精道・山手・潮見（潮見１年生２学期利用開始） 

平成２８年４月 １日 精道・山手・潮見（２～６年生） 

     ５月１６日 宮川・朝日ケ丘・浜風（２～６年生） 

     ６月２１日 １年生利用開始（全校）※浜風夏休み工事のため未開催(１年目) 

平成２９年４月 ３日 精道・宮川・山手・朝日ケ丘・潮見・浜風（２～６年生）開始 

     ５月 （24 日）山手１年生 （31 日）打出浜２～6年生開始 

     ６月 ２日 ２日朝日ヶ丘・潮見・浜風，２１日精道・宮川・打出浜１年生※浜風夏工事未開催

平成３０年１月１８日 岩園開始 

平成３０年４月 ２日 精道・宮川・山手・岩園・朝日ケ丘・潮見・打出浜・浜風（２～６年生） 

     ５月 （１５日）山手１年生・（３０日）朝日ケ丘１年生利用開始 

     ６月 （５日）潮見１年生・（１１日）浜風１年生 

     ６月１８日 精道・宮川・打出浜１年生利用開始 

     ６月２５日 岩園１年生利用開始※浜風夏休み工事３年目より潮見に参加可 

平成３１年４月 １日 全８小学校２～６年生開始 全学校全日完全実施（浜風自校夏休み実施により）

    ６月５・６日 山手・朝日ケ丘・潮見・浜風１年生利用開始 

       １８日 精道・宮川・岩園・打出浜１年生利用開始 

令和 ２年３月 ３日 新型コロナウイルス対策小学校休校に伴い休止（特別プログラムＨＰ開催）

   ６月２２日 ６月１日学校再開。全員給食開始し放課後が明確になる 22日から開始。２週間は屋外のみ

７月２７・２８日 潮見小学校・浜風小学校学童・キッズスクエア連携開始 

     ８月２５日 全小学校１年生開始

    １１月２４日 精道小学校・宮川小学校・打出浜小学校学童・キッズスクエア連携 

    １２月１４日 岩園小学校・山手小学校・朝日ケ丘小学校学童・キッズスクエア連携 

９．年度登録・スポーツ安全保険料 

 平成２７・２８年度 傷害保険に事業全体として加入（年度登録料５００円） 

 平成２９年度 スポーツ安全保険加入開始 保護者年間５００円（市３００円負担） 

    １年間のみ移行期間措置 岩園のみ傷害保険負担なし参加全児童３００円市保険負担 

  平成３０年度 スポーツ安全保険料全額保護者負担８００円（インターネット契約） 
補償死亡 2,000 万円 後遺障害 3,000 万円 入院 1日 4,000 円 通院治療１日 1,500 円 賠償（対人対物）1事故５億円（対人 1億） 

１０．実施回数

※Ｈ３０年度キッズスクエア浜風夏休，潮見参加（１９９回開催 潮見分２５回含まず）  

Ｈ３１３月コロナウイルス感染予防のため中止（通常１５日・長期４日）    

 令和２年度コロナウイルスによる学校休校により６月２２日から開始 

Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度12月末 

精道 １８０ ２２０ ２２９ ２２４ ２０８  １１７ 

宮川  ― １９１ ２２７ ２２３ ２０９   １１９ 

山手 ２０５ ２２４ ２２６ ２１９ ２０７ １１４ 

岩園  ―  ―  ４７ ２２３ ２１０ １１７ 

朝日ケ丘  ― １９６ ２２９ ２２４ ２０９ １２１ 

潮見 ２１３ ２２１ ２２８ ２２３ ２１０ １１７ 

打出浜  ―  ― １８６ ２２１ ２０６ １１７ 

浜風   １７５ ２０５ １９９  ２０８ １１６

合計 ５９８ １,２２７ １,５７７ １,７５６ １,６６７ ９３８ 
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１１．登録児童（学校学年別） 

平成２７年度 871 名（４４％） 

精道 計 378 名（54％）1年 87 名・2年 61 名・3年 95 名・4年 59 名・5年 39 名・6年 37 名  

山手 計 280 名（40％）1年 83 名・2年 39 名・3年 55 名・4年 53 名・5年 25 名・6年 25 名 

潮見 計 213 名（37％）1年 41 名・2年 70 名・3年 33 名・4年 35 名・5年 19 名・6年 15 名

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 令和 2 年度 1 月 23 日現

精

道

1年 92名 4 年 71 名 1 年 69 名 4 年 50名 1 年 64 名 4 年 68名 1 年 70 名 4年 62 名 1 年 60名 4 年 29名 

2年 80 名 5 年 14 名 2 年 95 名 5 年 44名 2 年 69 名 5 年 35名 2 年 75 名 5年 30 名 2 年 60名 5 年 16名 

3年 49 名 6 年 21 名 3 年 73 名 6 年 10名 3 年 77 名 6 年 14名 3 年 58 名 6年 22 名 3 年 62名  6年 6 名 

327 名（48%） 341 名（49%） 327 名（51%） 317 名（49%） 233 名（36%） 

宮

川

1年 81名 4 年 83 名 1 年 58名 4年 60 名 1 年 61 名 4 年 42名 1 年 66 名 4年 52 名 1 年 49名 4 年 48名 

2年 78 名 5 年 67 名 2 年 85名 5年 62 名 2 年 67 名 5 年 15名 2 年 73 名 5年 24 名 2 年 62名 5 年 31名 

3年 77 名 6 年 65 名 3 年 59名 6年 35 名 3 年 75 名 6 年 33名 3 年 71 名 6年 7 名 3 年 59名 6 年 6名 

451 名（71%） 359 名（58%） 293 名（49%） 293 名（49%） 255 名（42%） 

山

手

1年 66名 4 年 41 名 1 年 72名 4年 54 名 1 年 79 名 4 年 97名 1 年 73 名 4年 63 名 1 年 51名 4 年 50名 

2年 93 名 5 年 37 名 2 年 70 名 5年 41 名 2 年 75 名 5 年 45名 2 年 74 名 5年 67 名 2 年 54名 5 年 25名 

3年 49 名 6 年 13 名 3年 104名 6年 27 名 3 年 67 名 6 年 32名 3 年 72 名 6年 22 名 3 年 56名 6 年 30名 

299 名（43%） 368 名（54%） 395 名（58%） 371 名（54%） 266 名（39%） 

岩

園

1年 87名 4 年 43名 1年 84 名 4年 71 名 1 年 97 名 4年 39 名 1 年 71名 4 年 35名 

2年 75 名 5 年 12名 2 年 105 名 5年 28 名 2年 77 名 5 年 34 名 2 年 74 名 5 年 5名 

3年 63 名 6 年 13名 3 年 75 名 6年 7 名 3年 85 名 6 年 ７名 3年 41 名 6 年 12名 

293 名（37%） 370 名（47%） 339 名（43%） 238 名（30%） 

朝

日

ケ

丘 

1年 29 名 4 年 20 名 1 年 54名 4年 44 名 1 年 47 名 4 年 31名 1 年 38 名 4年 22 名 1 年 28名 4 年 37名 

2年 39 名 5 年 15 名 2 年 34名 5年 12 名 2 年 56 名 5 年 26名 2 年 46 名 5年 5 名 2 年 36名 5 年 11名 

3年 35 名 6 年 １名 3年 40名 6年 6 名 3 年 34 名 6 年 4名 3 年 52 名 6年 11 名 3 年 42名 6 年 1名 

139 名（37%） 190 名（51%） 198 名（54%） 174 名（47%） 155 名（42%） 

潮

見

1年 60名 4年 46 名 1年 72 名 4 年 42名 1年 63 名 4年 47 名 1 年 50 名 4 年 52名 1 年 60 名 4 年 49 名 

2 年 62 名 5年 21 名 2年 69 名 5 年 37名 2年 80 名 5年 25 名 2 年 66 名 5 年 26名 2 年 49 名 5 年 28 名 

3 年 53 名 6年 6 名 3年 60 名 6 年 8名 3年 68 名 6年 12 名 3 年 68 名 6 年 10名 3 年 50 名 6 年 10 名 

248 名（41%） 288 名（46%） 295 名（48%） 272 名（44%） 246 名（40%） 

打

出

浜

1年 65名 4 年 77名 1 年 57 名 4年 50 名 1年 55 名 4 年 53 名 1 年 41 名 4 年 28名 

2年 75 名 5 年 46名 2 年 67 名 5年 26 名 2年 55 名 5 年 34 名 2 年 57 名 5 年 31名 

3年 70 名 6 年 23名 3 年 66 名 6年 10 名 3年 50 名 6 年 12 名 3 年 48 名 6 年 13名 

356 名（64%） 276 名（52%） 259 名（49%） 218 名（41%） 

浜

風

1年 33名 4年 22 名 1年 21 名 4 年 49名 1年 21 名 4年 33 名 1 年 44 名 4 年 32名 1 年 29 名 4 年 17 名 

2 年 25 名 5年 15 名 2年 38 名  5年  6名 2年 21 名 5年 19 名 2 年 23 名 5 年 20名 2 年 36 名 5 年 16 名 

3 年 37 名 6年 10 名 3年 27 名 6 年 0名 3年 39 名 6 年 1名 3 年 28 名 6 年 5名 3 年 18 名 ６年 ４名 

142 名（44%） 141 名（48%） 134 名（47%） 152 名（53%） 120 名（41%） 

合

計 

１,６０６名 

（４８.４％）

２,３３６名 

(５０.４％)

２,２８８名 

（５０.６％）

２,１７７名 

（４８.１％）

１,７３１名 

 （３８.２％）
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登録時期（月別）※保険登録数流れをおおよそつかむ目安 

年度当初  ４月  ５月 ６月   ７月  ８月  ９月 １０月 １１月 １２月  １月  ２月 

H29  997 名 119名 25名 431名 298名  76名 19名 21 名 16 名 9 名 6 名 10 名 

H30 1,295 名 269名 236名 283名 104名 12名  22名 37 名 12 名 6 名 12 名  4 名 

H31 1,346 名 153名 185名 321名 100名 15名  19名 17 名 18 名 10 名  6 名  1 名 

R 2 1,133 名  31名  6名  60名  42名 268名  73名 61 名 40 名  9 名   

１２．登録児童（学年別） 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 1月 23 日

1年生・学年割合 

全児童割合 

２１２名

５９％

３６１名

６７％

４９８名

６５％ 

４７６名

６９％

４９３名 

６７％ 

３８９名 

  ５３％ 

２年生・学年割合 

全児童割合

１７０名 

５４％

３７７名

  ６７％

５４１名

  ７２％

５４０名 

  ７０％

４８９名 

７１％ 

４２８名 

  ５７％ 

3年生・学年割合 

全児童割合

１８３名 

５８％

３００名

５３％

４９６名

６４％ 

５０１名

６７％

４８４名 

６４％ 

 ３７６名 

  ５３％ 

4年生・学年割合 

全児童割合

１４７名

４３％

２８３名

  ５４％

４１９名

５２％ 

４３９名

５７％ 

３７５名 

５０％ 

 ２９３名 

３８％ 

５年生・学年割合 

全児童割合

 ８３名

 ２６％

１６９名

  ３１％

２６０名

  ３５％

２１９名

２７％

２４０名 

３１％ 

 １６３名 

  ２１％ 

６年生・学年割合 

全児童割合

７７名

２４％

１１６名

  ２１％

１２４名

１６％ 

１１３名

１５％

  ９６名 

１２％ 

  ８２名 

１０％ 

合 計 ８７２名 １,６０６名 ２,３３８名 ２,２８８名 ２,１７７名 １,７３１名 

学年割合は，全学年に対する該当学年割合 全児童割合は，対象学年児童数に対して登録児童の割合
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１３．参加児童 （学年別）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 令和２年度12月末 

1 年生 
４，１０４名

(31%) 

９,７２０名

(30%) 

１２,０１７名

(26%) 

１４,５３６名 

(29%) 

１２,７９０名

（28％) 

６,２４５名

(38%)

２年生 
３，１６１名

(24%) 

８,７２７名

(27%） 

１３,１８５名 

     (28%) 

１３,９１３名

（28%） 

１５,２０１名

(33%) 

５,３５１名

(32%)

３年生 
３，６８０名

(28%) 

５,４１７名

(17%) 

９,８６５名

(21%) 

１１,０３２名 

(22%) 

９,２７９名

(20&) 

２,６３１名

(16%)

４年生 
１,２２５名

( 9%) 

５,１１６名

(16%) 

６,８８３名

(15%) 

８,０２１名 

(16%) 

６,０３３名

(13%) 

１,４２８名

(9%)

５年生 
４８５名 

（ 4%) 

２,２５９名

( 7%) 

２,７９２名

( 6%) 

１,９２４名 

( 4%) 

２,３７３名 

(5%) 

６４６名

（4%）

６年生 
５６８名 

( 4%) 

７０５名 

( 2%) 

１,７０６名

( 4%) 

７３９名 

( 2%) 

６９９名 

(2%) 

２１７名

（1%）

合計 １３,２２３名 ３１,９４４名 ４６,４４８名 ５０,１６５名 ４６,３７５名 １６,５１８名

低・高学年 ８３％・１７％ ７５％・２５％ ７５％・２５％ ７９％・２１％ ８０％・２０％ ８６％・１４％ 
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１４．参加児童 （平均人数・全児童，登録平均参加率）

１段目 1 日 1 校平均参加人数            ２段目 全児童に対する参加人数の割合  

３段目 登録児童に対する参加人数の割合 ４段目 年間一人あたりの平均利用回数 

平成２７年度 

①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

平成２８年度 

①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

平成２９年度 

①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

平成３０年度 
①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

平成３１年度 

①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

令和２年度１２月末 

①平均参加人数 

②全児童参加率 

③登録児童参加率 

④年間平均利用回数

全

体 

 ２２.１人

３.４％

７.６％

  １５.１回

２６.０人

  ４.７％

   ９.７％

１９.９回

２９.５人

５．１％

１０.１％

１９.８回

２８.６人

５.０％

１０.０％

２１.９回

２７.９人

  ４.９％

１０.２％

２１.４回

１７.６人

  ３.１％

８.１％

９.５回

精

道 

２４.９人

３.６％

６.６％

 １１.８回

１９.２人

  ２.８％

  ５.９％

１２.９回

２１.７人

３.１％

６.３％

１２.９回

２６.９人

   ４.２％

８.２％

１６.９回

２９.７人

  ４.６％

  ９.４％

１９.５回

１８.５人

  ２.９％

７.９％

９.４回

宮

川 

  ―

  ―

  ―

５５.８人

 ８.８％

１２.４％

２３.６回

３７.９人

６.１％

１０.６％

２３.９回

３４.９人

   ５.８％

１１.９％

２６.６回

３１.６人

５.２％ 

１０.８％

２２.５回

１６.７人

  ２.５％

６.６％

７.８回

山

手 

２３.５人

   ３.４％

   ８.４％

 １７.４回

３０.１人

４.３％

１０.１％

２２.５回

４０.７人

   ６.０％

１１.１％

２４.９回

３６.２人

  ５.３％

 ９.２％

２０.１回

３５.２人

  ５.１％

 ９.５％

１９.７回

１５.４人

  ２.２％

５.８％

６.６回

岩

園 

  ―

  ―

  ―

 ―

 ―

 ―

２０.２人

  ３.０％

   ７.０％

２６.２人

  ３.０％

  ７.０％

１５.８回

１８.３人

 ２.０％

 ５.０％

１１.３回 

１６.２人

  ２.０％

６.８％

８.０回

朝日

ケ丘 

  ―

  ―

  ―

１４.１人

 ３.８％

１０.１％

１９.９回

２３.２人

６.２％

１２.２％

２８.０回

２３.７人

 ６.５％

１２.０％

２６.９回

２１.７人

 ５.９％

１２.５％

  ２６.１回

１４.７人

  ４.０％

９.５％

１１.５回

潮

見 

 １８.４人

   ３.２％

   ８.６％

  １８.２回

１９.８人

３.３％

     ８％

１７.６回

２９.１人

  ４.７％

１０.１％

２３.０回

３３.６人

  ５.４％

１１.４％

２５.４回

２９.６人

 ４.８％ 

１０.９％

２２.８回

２３.８人

  ３.８％

９.７％

１１.３回

打

出

浜 

  ―

  ―

  ―

 ―

 ―

 ―

３２.２人

５.８％

   ９.０％

１６.８回

２５.１人

  ４.８％

 ９.１％

２０.１回

３３.９人

 ６.４％ 

１３.１％ 

 ２６.９回

 １７.６人

  ３.４％

８.１％

９.４回 

浜

風 

  ―

  ―

  ―

１８.２人

５.７％

１２.８％

２２.５回

２３.８人

   ８.１％

１６.６％

３４.１回

２１.１人

 ７.４％

１５.８％

３１.３回

２３.３人

 ８.１％

１５.３％

３１.９回

１８.０人

６.３％

１５.０％

１７.４回
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平成３０年度市外小学校登録 １１名  宮川１名・山手４名・岩園２名・朝日ケ丘４名  

（神戸ドイツ学園 1名・小林聖心２名・甲南３名・中華同文 1名・向洋 1名・神戸海星女子２名・ 

 神戸大学付属 1名） 

平成３１年度市外小学校登録 １４名 精道１名・宮川１名・山手６名・岩園２名・朝日ケ丘４名 

（小林聖心３名・甲南２名・神戸海星３名・神戸大学付属１名・高羽六甲アイランド１名・マリストイ

ンターナショナル１名・本山第３小１名・ドイツ学院 1名・芦屋インターナショナル 1名） 

令和２年度市外小学校登録 ２名 山手１名・浜風１名（小林聖心１名・神戸大学付属１名） 

１５.参加児童 （平成２９・３０・３１年度学校別学年）   

平成 29年度 

平成30年度 

1 年生 
参加合計人数 

学年別割合 

２年生 
参加合計人数 

学年別割合

３年生 
参加合計人数 

学年別割合

 ４年生 
参加合計人数 

学年別割合

５年生 
参加合計人数 

学年別割合

６年生 
参加合計人数 

学年別割合

  合計 

全体 

H29 75％・25% 

H30 79% ・21% 

H31 80%・20%

12,017 名 26% 

14,536 名 29% 

12,830 名 28% 

13,185 名 28% 

13,913 名 28% 

15,227 名 33% 

9,865 名 21% 

11,032 名 22% 

9,305 名 20% 

6,883 名 15%

8,021 名 16% 

6,044 名 13%

 2,792 名 6% 

1,924 名 4% 

2,377 名 5%

1,706 名 4% 

739 名 2% 

700 名 2% 

46,448 名

50,165 名

46,483 名

精 74%・26% 

道 77%・23% 

  85%・14% 

1,039 名 21% 

2,082 名 35% 

1,718 名 28% 

1,392 名 29% 

930 名 15% 

3,061 名 50% 

1,205 名 25% 

1,612 名 27% 

    535 名 9% 

908 名 19% 

1,007 名 17% 

607 名 10% 

 335 名 7% 

 399 名 7% 

 141 名 2% 

11 名 0.2% 

  6 名 0.01% 

118 名  2% 

4,890 名

6,036 名

 6,180 名

宮 71％・28% 

川 88％・12%

84%・15% 

1,988 名 23% 

2,107 名 27% 

1,688 名 26% 

3,275 名 38% 

2.887 名 37% 

 2,090 名 32% 

880 名 10% 

1,900 名 24% 

1,779 名 27% 

621 名 7% 

498 名 6% 

799 名 12% 

 625 名 7% 

 190 名 2% 

195 名 3% 

1,211 名 4% 

  203 名 3% 

  36 名 0.5% 

8,600 名

7,785 名

6,587 名

山 78%・22% 

手 62%・38％ 

 72％・27％ 

2,181 名 24% 

2,325 名 29% 

1,550 名 21% 

1,300 名 14% 

1,451 名 18% 

2,032 名 28% 

3,668 名 40% 

1,113 名 15% 

1,705 名 23% 

1,054 名 12% 

2,470 名 32% 

1,028 名 14% 

 725 名 8% 

 352 名 4% 

 742 名 10% 

263 名 3% 

 226 名 3% 

 236 名 3% 

9,191 名

7,937 名

 7,293 名

岩 95％・5％ 

園 79%・21% 

84%・15% 

400 名 2％ 

1,336 名 23% 

1,356 名 35% 

 316 名 2% 

1,976 名 34% 

1,026 名 27% 

188 名 20% 

1,263 名 22% 

854 名 22% 

41 名 4% 

1,207 名 21% 

 207 名 5% 

 2 名 0.2% 

 44 名 1% 

386 名 10% 

   4 名 0.4% 

 27 名 1% 

  9 名 0.2% 

951 名

 5,853 名

3,838 名

朝78%・22% 

日 90%・11% 

丘 84%・15％

1,910 名 36% 

1,716 名 32% 

888 名 20% 

1,391 名 26% 

1,906 名 36% 

1,413 名 31% 

  868 名 16% 

 1,145 名 22% 

1,543 名 34% 

  938 名 18% 

  258 名 5% 

637 名 14% 

179 名 3% 

258 名 5% 

15 名 0.3% 

  36 名 0.7% 

  36 名 1% 

45 名 1% 

5,322 名

5,319 名

4,541 名

潮 76%・24% 

見 82%・18% 

82%・17% 

2,192 名 33% 

2,317 名 31% 

 1436 名 23% 

1,929 名 29% 

2,462 名 33% 

2,346 名 38% 

  943 名 14% 

 1,368 名 18% 

 1,360 名 22% 

 869 名 13% 

  889 名 12% 

753 名 4％ 

583 名 9% 

266 名 4% 

235 名 4% 

111 名 2% 

183 名 2% 

93 名 2% 

6,627 名

7,485 名

 6,223 名

打 80%・20% 

出 82%・18% 

浜 78%・21% 

1,667 名 28% 

1,682 名 30% 

 2,269 名 33% 

1,918 名 32% 

1,432 名 26% 

2,348 名 34% 

1,206 名 20% 

1,443 名 26% 

894 名 13% 

795 名 13% 

795 名 14% 

1,118 名 16% 

 34 名 6% 

143 名 3% 

281 名 4% 

70 名 1% 

51 名 1% 

67 名 1% 

5,690 名

5,546 名

6,977 名

浜 66%・34% 

風 72%・27% 

71%・28% 

640 名 13% 

971 名 23% 

1925 名 40% 

1,664 名 34% 

 869 名 21% 

911 名 19% 

 907 名 19% 

 1,188 名 28% 

635 名 13% 

1,657 名 34% 

  893 名 21% 

 895 名 19% 

9 名 0.2% 

272 名 6% 

382 名 8% 

  0 名 

７名 0.2% 

96 名 2% 

4,877 名

4,200 名

 4,844 名

学校名下段の数字左低学年割合・右高学年割合 

上段 1 校の１学年あたりの参加人数  下段 1 校の学年割合 
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１６．体験プログラム （開催回数・参加児童・平均参加児童） 令和２年度コロナ禍のため 

平成２７年度 

    実施回数   

  参加児童数 

1日平均参加人数 

平成２８年度 

    実施回数  

  参加児童数 

1日平均参加人数 

平成２９年度 

    実施回数 

  参加児童数 

1 日平均参加人数 

平成 30 年度 

    実施回数 

参加児童数 

1日平均参加人数

平成 3１年度 

    実施回数 

  参加児童数 

1日平均参加人数

令和２年度 12 月末 

実施回数 

  参加児童数

1日平均参加人数

全体 

  １８６回 

１,５７７名

８.５名

５２２回 

４,６６１名 

８.９名

７８０回  

６,９５８名 

８.９名

８６６回 

７,４５０名 

  ８.６名 

  ７８４回 

５,９９８名 

     ７.７名 

  ７１回 

 ６９１名 

  ９.７名 

精道 

１９回 

  ２８７名 

１５.１名 

８９回  

６３８名 

７.２名 

１１９回 

１，０６０名 

    ８.９名 

    １２０回 

 １,２８６名 

 １０.７名 

  １０８回 

  ８９０名 

   ８.２名 

  １７回 

 １７２名 

 １０.１名 

宮川 
  ― 

 ７４回 

１,１４４名 

 １５.５名 

１２１回 

1，１８１名 

     ９.７名 

    １０９回 

 １,２２８名 

 １１.３名 

      ９４回 

  ７２９名 

   ７.８名 

   ９回 

 １１５名 

 １２.７名 

山手 
９２回 

５８１名 

６.３名 

１２５回 

  ９１６名 

 ７.３名 

１３２回  

    ９８７名 

     ７.４名 

   １３２回 

    ８７７名 

   ６.６名 

  １１５回 

  ８６６名 

   ７.５名 

      ５回 

  ５４名 

   １８名 

岩園    ― ― 

  １９回 

   １６４名 

    ８.６名 

  １０６回 

   ８０６名 

     ７.６名 

      ９１回 

    ５７１名 

   ６.２名 

   ９回 

  ７７名 

  ８.５名 

朝日ケ丘    ― 

８１回  

 ６６８名 

８.２名 

１０８回  

    ８０５名 

   ７.５名 

   １０４回 

    ７５５名 

   ７.３名 

      ８４回 

    ５６８名 

   ６.７名 

   ７回 

  ４７名 

  ６.７名 

潮見 

７５回 

   ７０９名

９.５名 

８５回 

７０７名 

８.３名 

１０１回  

    ９２９名 

    ９.２名 

   １１１回 

 １,１１２名 

  １０.０名 

    １０４回 

  ９２３名 

  ８.９名 

  １０回 

 １０１名 

１０.１名 

打出浜   ―   ― 

  ９４回  

１,１２４名 

  １１.９名 

   ９５回 

  ７６５名 

    ８.１名 

     ７９回 

  ６１９名 

   ７.８名 

   ５回 

  ３９名 

   ７.８名 

浜風   ― 

６８回 

  ５８８名 

 ８.６名 

 ８６回  

    ７０８名 

     ８.２名 

      ８９回 

    ６２１名 

   ６.９名 

    １０９回 

  ８３２名 

   ７.６名 

      ９回 

   ８６名 

９.６名 

〇平成２７年度 体験プログラム 

 ソーラーカー体験乗車・スナッグゴルフ体験・落語教室・秋祭り教室・ペタンク・ 

ダブルダッチ・消防教室・将棋教室・１.１７をわすれない・英語で遊ぼう・ 

  書初め・たこづくり・正月マナー教室・芦屋かるたすごろく・初笑い落語教室・コマ 

遊び・フラダンス・中国語・ハンドベル等 

〇平成２８年度 新規体験プログラム  

  造形教室・コマあそび・タッチソフト・折り紙教室・お手玉作り・エアロビ・紙芝と 

ゲーム・ハワイタヒチダンス・エアロビ・防災カルタ・星空教室・投げ方,走り方教室・ふ

ろしきって楽しい・カード作り・紙トンボ作り・リレー教室・人工衛星クラフト・習字パフ

ォーマンス・ミラクルボックス作り・美術館の人と絵を描こう（美術館学芸員）・ローピン

グ教室（スカウト指導者）・エコ教室等 
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〇平成２９年度 新規体験プログラム 

ラグビー教室（ラグビー部と遊ぼう）・カローリング（カーリング体育館版）・卓球教室・数独・７ 

７７プロジェクト（習字と折り紙・絵を描こう・映像，県立芦屋高等学校・神戸工科芸術大学生参 

加）・英語落語・インターネット授業（脳科学）・土器に触れよう(学芸員)・手旗信号教室・卓球教 

室・ローリングストッカー（コープこうべ防災講習者）・バルーンアート・環境新聞を作ろう・数 

独・映画上映・水彩画等・「大工の仕事」（竹中大工道具館）・「釣り教室」（フィシング・マックス）・ 

手芸教室・手旗信号教室・フランス語で遊ぼう・英語＆ヒィンディー・バスケット教室（芦屋大学） 

クリスマスリース作り・「カムカム教室」（江崎グリコ）・季節の制作・布小物教室・ABC で SING・ 

〇平成３０年度新規体験プログラム 

放課後 NPO アフタースクールとの協働により年間１６回程度の企業プログラム実施 

ＪＲ西日本（街探検）・大塚食品（食中毒予防）・江崎グリコ（プログラミング教室）・ＮＰＯ法プ 

ラス・アーツ（防災プログラム）・不二製油（食育）・やおきん（駄菓子屋）・ユニセフ・ユネスコ・ 

アイザワ証券（お金の仕組）・シルバー人材（プログラムミング教室）・セールスフォースドッココ 

ム（プログラミング教室）・ＢＭＷ（自動自動運転駐車体験） 

カローリング・プログラムミング教室・お手玉教室・体操教室・打ち水・熊の話・世界を旅するイ 

ラストレーター・防災 ENGLISH・ユネスコ・ユニセフ（SDGｓ含む）・認知症体験（高齢介護課・高齢 

者施設）・交通防犯（芦屋警察）・インド文化交流・ティーバット・絵画・クジラについて・塗り絵 

 〇平成３１年度新規体験プログラム 

放課後ＮＰＯアフタースクール協働 

ＢＭＷ・カゴメ（野菜チャレンジ）・ヤクルトおなかのプログラム（ヤクルト） 

スミセイアフタースクール（日本代表ドッジボール選手ドッジボール教室） 

大学生プログラム（神戸学院現代社会学部江田ゼミ・甲南女子大学海外留学生・神戸芸術工 

科大学生絵画）・サッカー教室（地域大学生） 

  キッズスクエア山手スペシャルプログラム（会下山・ぬゑ塚・貫頭衣・土器つくり） 

  熱中症予防プログラム（甲南高校×大塚製薬）・野球（精道コミスク）・昔遊び 

 ※ヤクルト・風船バレー・プログラミング・ＢＭＷはコロナ禍による休校の為延期・中止。 

 ※コルナウイルス渦による休校中，美術博物館・文化財係協力による特別プログラム実施 

〇令和２年度

８月（夏休み）から試行的開催 交通安全教室・認知症サポーター・将棋教室（東京大学） 

 オンラインプログラム（食育・パラリンピック・みんなのアフタースクール）計２回 

           （日本財団協力・食育・STEAM プログラム・クイズ等）計１０回 

 現在調整中 第一生命・第一フロンティア先生×甲南高等学校ボランティア委員会 

       他打ち合わせ中企業有 

１７．体験プログラム実施協力団体 

県立芦屋高等学校（ラグビー部・理数クラブ・書道部）・芦屋大学（バスケットボール部） 

・甲南高等学校（ボランティア委員会）・神戸学院大学・神戸大学女子タッチフットクラブ・甲南女

子大学・神戸芸術工科大学・アスロンジュニアスポーツクラブ・芦屋市消防本部・芦屋警察・芦屋

市立美術博物館・生涯学習課（学芸員）・レッツアート・Ｔio・芦屋民話の会・ちきゅう子応援隊・

日本現代作法会・あしやエコクラブ・芦屋ちゃいるどダンス・天満天神の会（素人寄席）・三条民謡

会・ともしびマジックサークル・スペースＲ・BELLS WIND ORCHESTRA・COM ランゲージスクール・

あしやまつり連絡協議会・芦屋ユネスコ協会・芦屋将棋倶楽部・芦屋将棋協会・日本宇宙少年団六

甲支部・神戸パイロットクラブ・芦屋 CHEER DANCE LABO・芦屋 777 プロジェクト実行委員会・日本
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熊森協会・芦屋シルバー人材センター・放課後ＮＰＯアフタースクール・竹中大工道具館・フィッ

シングマックス・江崎グリコ・ＮＰＯ法人プラスアーツ・大塚食品・アイザワ証券・芦屋ユネスコ

協会・兵庫県ユニセフ・ＪＲ西日本・不二製油・セールスフォースドッココム・ＢＭＷ・大塚製薬・

カゴメ・ヤクルト・日本ドッジボール協会・CITY バンク・日本財団 

１８．体験プログラム以外の活動 

子ども体験遊びリンピック（国立青少年教育振興機構協力事業） 

平成２８月１０月２４～２８日 内容 輪投げ大会  参加人数 ４２１名   

          上位３名賞状とメダル授与 上位６名賞状授与 ＨP氏名写真掲載（11～12月） 

   平成２９年１０月１６日～２７日 内容 輪投げ大会・カプラ積み大会 参加人数７８２名   

                            上位３名メダル授与・４～６位賞状授与 

   平成３０年１０月１５日～２６日 内容 輪投げ大会・カプラ積み大会 参加人数 ４３７名   

                            上位３名メダル授与・４～６位賞状授与 

   令和元年１０月７日～１１月１日 内容 輪投げ大会・カプラ積み大会 参加人数 ３７１名   

                            上位３名メダル授与・４～６位賞状授与 

 日本史上最大の応援フラッグプロジェクト（縦 56 メートル×横 96 メートル）参加 

   ２０１８ロシアワールドカップ日本代表選手壮行試合応援イベント（5月 30 日開催） 

１９．ボランティア・学生   

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 令和２年度12月末 

ボランティア 

参加人数 
２５５名 ４８６名 １,１６４名 ７２７名 ４４０名 ３８８名 

 県立芦屋高等学校（ラグビー部・書道部・理数クラブ）・芦屋大学・甲南高等学校ボランティ

ア委員会・クラーク国際高等学校・神戸親和・武庫川・神戸松蔭・甲南女子大学 

神戸学院大学・姫路大学（希望者には教育委員会よりボランティア証明書発行） 

 有償ボランティアとして 神戸大学女子タッチフットクラブ・神戸芸術工科大学 

２０．キッズスクエアボランティア活動からの拡がり 

県立芦屋高校―練習試合招待（高校グランド開放）・文化祭招待（約１００名）だんじり参加 

         タッチフット大会 

 甲南高校―リサーチフェア参加・学生自主企画体験プログラム（捕鯨について）動画作成  

 大塚製薬熱中症予防プログラム 高齢者支援センターボランティア・熱中症予防（ZOOM） 

                高齢者地域スマホ講座 

 大塚製薬  市協定締結  

２１．運営会議   

・各キッズスクエアにて１学期に 1回ペースで開催。学校現場（教頭），地域（コミスク等），

PTA，マネージャーと青少年育成課職員にて現状報告や運営協議 

平成28年度 平成 2９年度 平成３０年度 平成３１年度 

事業者      ５      ９      １９     １２ 

教育団体      ４      ４        ４      ６ 

その他        ４７     ４３       ３８     ２１ 
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２２．スタッフ会議・研修 

 ・各キッズスクエアにおいて，マネージャー会議（随時） 

 ・ＮＰＯアフタースクール研修会（2月）・キッズスクエア打出浜・岩園，準備説明会 

 ・各キッズスクエアスタッフ会議及び研修会（年度末等実施） 

２３．スケジュール・ＨＰ 

スケジュールに，開催日時，活動場所，および体験プログラム 

内容記載し，各キッズスキッズスクエア・青少年育成課配布。 

市ホームページ随時更新。ＱＲコード３月使用開始。 

令和２年度よりスケジュールをＰＤＦだけではなく， 

ＪＰＧ形式で画像として確認できるようにした。 

  変更や中止等については，ホームページ上変更箇所更新。 

  気象情報（気象庁警報とリンク）中止のお知らせ，登録案内， 

  コロナ禍での注意すべきこと 

  キッズスクエアのルール，文部科学省や県教育委員会，広報芦屋， 

  広報チャンネルの動画なども確認できるようになった。

２４．弁当実施状況 

（１）弁当持参可 当初より実施         キッズスクエア潮見・浜風 

平成 28 年度夏休みより実施 キッズスクエア朝日ケ丘 

              平成 30 年度より完全実施   キッズスクエア精道・山手 

（２）弁当持参不可 当面実施様子を見て判断   キッズスクエア宮川・岩園・打出浜     

弁当持参，持参不可は，各キッズスクエア運営会議にて協議の上，決定開始。開始決定当初は，

お弁当持参が可能となる３つの期間（長期休業日３５日程度・代休日３日・給食のない日１５

日程度）の中から可能な日程を試行的に実施し，全面実施とする事が多い。弁当の実施につい

ては，室内を適温に保ち，弁当がいたまない場所を用意することとし，保護者には，必ず家庭

で調理した弁当を持参し，弁当の入ったカバンを指定の場所に置く，弁当の持ち運びや食事・

管理などは，児童自身が行うこと，また，食中毒等弁当持参にかかる事故の責任は保護者にも

お願することなどを理解してもらい，実施。弁当持参の有無については，弁当を実施・不実施

両面の良さや課題を様々な角度で議論し，地域・学校・子どもに望ましい居場所作りを行う観

点などから検討実施する。随時，弁当を実施していない保護者からはＰＴＡとして意見を聞き 

運営会議で議題・協議を行っている。 

２５．アンケート 

平成２７年度３小学校（精道・山手・潮見）実施 児童満足度８６％ 保護者満足度７９％ 
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２６．事故報告 

平成２７年度 事故報告件数（病院で治療をうけた児童） ８件 参加児童事故率０．０６％ 

キッズスクエア精道３件 キッズスクエア山手 ２件 キッズスクエア潮見 ３件 

児童の症状 打撲 ３ 切り傷 ２ ねんざ １ 骨折 １  突き指 １ 

 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

精道  １  １          １  ３ 

山手   １         １   ２ 

潮見    １      １    １  ３ 

合計  １  ２  １      １   １  ２  ８ 

平成２８年度事故報告件数（病院で治療をうけた児童）１０件参加児童事故率０．３％ 

キッズスクエア精道  １件 キッズスクエア宮川 ５件 キッズスクエア山手 ０件 

キッズスクエア朝日ヶ丘２件 キッズスクエア潮見 ２件 キッズスクエア浜風 ０件 

児童の症状  切り傷  ６  ねんざ  １   骨折  ３ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

精道        1           １ 

宮川       ２  １       １  １  ５ 

山手               ０ 

朝日ヶ丘      1  １          ２ 

潮見  １     １          ２ 

浜風                ０ 

合計  １    1  ５  １       １  １ １０ 
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平成２９年度 事故報告件数（病院で治療をうけた）１２件 参加児童事故率０．２５％ 

キッズスクエア精道  ０件 キッズスクエア宮川  ５件 キッズスクエア山手 ０件 

キッズスクエア岩園  ０件  キッズスクエア朝日ヶ丘１件 キッズスクエア潮見 ５件 

キッズスクエア打出浜１件  キッズスクエア浜風  ０件  

児童の症状   切り傷 ４   虫刺され １  骨折 ３  打撲 ４  

平成３０年度 事故報告件数（病院で治療をうけた）１４件 参加児童事故率０.２８％ 

キッズスクエア精道  ０件 キッズスクエア宮川  ２件 キッズスクエア山手 ４件 

キッズスクエア岩園  ２件 キッズスクエア朝日ヶ丘２件 キッズスクエア潮見 ２件 

キッズスクエア打出浜１件 キッズスクエア浜風  １件  

児童の症状 骨折１   歯の欠損 １   ねんざ２    打撲 １０   

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

精道              ０ 

宮川     １    １       ２ 

山手   １         １   ２  ４ 

岩園  １              １  ２ 

朝日ヶ丘   １          １  ２ 

潮見     １       １    ２ 

打出浜            １   １ 

浜風    １           １ 

合計  １ １  ２  ２    １    ２  １  ４ １４ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

精道                ０ 

宮川          １    １  ２  １  ５ 

山手              ０ 

岩園              ０ 

朝日ヶ丘      1           １ 

潮見      １   １   ２   １   ５ 

打出浜          １     １ 

浜風              ０ 

合計     1   １   ２   ３  １  ３  １ １２ 



14 

平成３１年度事故報告件数（病院で治療をうけた） １５件 参加児童事故率０.３２％ 

      他 水道・窓ガラス修理賠償２件 

キッズスクエア精道  １件 キッズスクエア宮川  １件 キッズスクエア山手 ３件 

キッズスクエア岩園  １件 キッズスクエア朝日ヶ丘３件 キッズスクエア潮見 ３件 

キッズスクエア打出浜３件 キッズスクエア浜風  ０件  

児童の症状 骨折３ 歯の欠損 ２ 打撲 １０  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

精道     １          １ 

宮川      １         １ 

山手  １    １      １      ３ 

岩園     １          １ 

朝日ヶ丘  １            ２   ３ 

潮見     １    １    １   ３ 

打出浜  １   １      １      ３ 

浜風              ０ 

合計  ３   １  ４  １   １  ２    ３  １５ 

令和２年度 事故報告件数  ２件 参加児童事故率０.１２％ 

 １０月キッズスクエア浜風   ねん挫 

  １月キッズスクエア朝日ケ丘 打撲 

２７．視察 

平成２９年１１月京田辺市教育委員会（放課後子供教室開設にむけて）５名 

平成３０年 ２月阪神南県民センター ５００人委員会研修（県議西宮含む）センター長視察 

平成３０年１０月 福知山市教育委員会（体験プログラム充実に向けて５名）南あわじ（５名）

平成３０年１１月 西宮市教育委員会（１２名）  １２月 明石市議会議員・南あわじ 

  ３１年 ２月 大阪狭山市（２名） 

  令和元年１１月 兵庫県教育委員会社会教育委員４名・県教育委員会社会教育課３名・ 

          阪神教育事務所指導主事１名 

          川西市教育委員会（社会教育課・カゴメプログラム） 

   ２年 ８月 阪神県民センター（コロナ禍における活動） 

   ３年 １月 デカトロンジャパン（オンラインプログラム） 

２８．広報 

市広報  

  J-COM      平成２９年度７月（特集宮川）・２月（甲南山手）

        ３０年度７月（ラグビー宮川）・１１月（宇宙少年打出浜）・３月（走り方岩園）

           ３１年度１１月（特集だがしや打出浜）・３１年９月（特集精道・岩園・朝日ケ 

                                           丘，自然・防災） 

令和 ２年度１０月（特集オンライン・私立児童参加・サッカー） 
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  広報あしや 平成３０年度９月号掲載（表紙・４・５面）  FB５月２２日 UP 

          平成３１年度４月１５日号特集 

Ａshiya News Ｌetter（平成３１年４月号）

暮らしツアーズ（神戸・洲本・淡路共同プロモーション・芦屋の教育）平成３０年度秋 

掲載 黒帯（芦屋地域情報サイト） 

平成２９年 ５月「放課後は学校のあしやキッズスクエアであそぼ」 

令和 元年１０月「あしやキッズスクエア 体験プログラムに密着」 

ＪＲ西日本「とことことん」２０１８年冬号 VOL２９（JR 西日本見守りサービス）

阪神県民センター長メッセージ 平成３０年３月 

放課後 NPO アフタースクール 関西ページ・放課後はゴールデンタイム（ムービー） 

甲南高等学校・甲南大学 HP   

   サンテレビ しごとびと（８月４日午後１０時放映） 

   平成３１年度文部科学省ＨＰ「教育・福祉の連携・協力推進協議会事例集（改正版）」等 

毎日放送 ちちんぷいぷい （１２月１９日放映） 

     令和２年度  兵庫県教育委員会 指導の重点 ２３地域の教育力の活用 

     文部科学省 今後の社会の変化に対応した多様な体験活動事例集 

             主権者意識を高める活動として大塚製薬・甲南高校体験プロ掲載 

  高校生ボランティアアワード２０２０ 甲南高等学校ボランティア委員会動画・ポスター 

２９.発表・研究 

平成２７・２８年度 学校・家庭・地域の連携協力推進事業ポスター発表（主催 県教育委員会） 

平成２８年度    地域・学校協働推進フォーラム ステージ発表（主催 県教育委員会） 

平成３０年度    放課後子ども総合プラン勉強会発表（放課後ＮＰＯアフタースクール）   

            地域学校協働新規コーディネーター育成講座事例発表（主催兵庫県・豊岡市教育委員会） 

           日本世代間交流学会 ワークショップ   （武庫川女子大学）

文部科学省「学校を核とした地域力強化プラン」全国自治体概算要求説明会において 

先進的事例紹介として口頭・冊子にて紹介  

        幅広い地域住民が参画した一体型放課後子供教室事業事例（ポンチ絵作成） 

平成３１年度 県教育委員会 学校・家庭・地域の連携協力推進事業  

地域連携スキルアッププログラム実施 

 令和２年度 文部科学省「学校を核とした地域力強化プラン」概算要求説明会 資料 

 令和２年２月 県教育委員会 学校・家庭・地域の連携協力推進事業全県研修会（実践報告） 

                   （キッズスクエア山手・生涯学習課学芸員協力実施） 
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３０．学童・キッズスクエア連携 

令和２年度から試行的実施をはじめ，現在全小学校にて実施 

 ７月２７日 潮見小学校 （２名登録） ２８日 浜風小学校開始 （３名登録） 

 ※児童の事故防止の為，小学校区で交通事故等が起こりにくい潮見中学校区で試行 

（２～６年生を連携対象児童として実施）参加カード名簿の色をかえ，ミスを防ぐ。 

 児童は学校終了後，一度学童に寄り，キッズスクエアに参加すること。 

 午後４時の時点でキッズスクエアと学童で参加児童の確認 

 保護者にはキッズスクエア登録済みの児童が承諾書を提出し参加カード配布後参加可 

※事前に学童職員・キッズスクエアスタッフ・青少年育成課職員による協議を経て 

 保護者説明会開催後実施。 

 １１月 精道・宮川・打出浜実施 

 １２月 山手・岩園・朝日ケ丘（１４日実施予定・山手中学校区のみ３～６年生対象） 

３１．コロナ禍における状況 

令和２年３月３日 新型コロナウイルス対策小学校休校に伴い休止（特別プログラムＨＰ開催） 

        ５月   特別体験プログラム（精道村のあゆみ・学芸員との絵のやり取り） 

    ６月２２日 ６月１日学校再開。全員給食開始し放課後が明確になる 22 日から開始。 

         ２週間屋外のみ，キッズスクエア精道では，密を防ぐため７月３１日 

         まで南北隔日参加 

    ８月２５日 全小学校１年生開始 

令和３年 1月１４日緊急事態宣言発令後もコロナウイルス感染予防を行い実施。 

         運営会議延期 

     12 月末登録・利用状況 

    登録児童数は全体で前年比約１０％減（各校７～１６％減） 

    登録児童学年内訳では，前年度比１年生１６％減，２年生１５％減，３年生１２％減 

               ４年生１２％減，５年生１０％減，６年生 ２％減 

   参加人数は全体で４０％減（６割程度参加） 
（精道４３％減・宮５２％減・山手５９％減・岩園１２％減・朝日３３％減・潮見２０％減・打出浜５２％減・浜風２４％減） 

体験プログラムについて，８月夏休みに警察・高齢など依頼のあったプログラムのみ開催。 

コロナウイルス感染予防による休止 

保護者への通知 ６月２５日再開にあたり登録児童全員にキッズスクエアの生活様式 

配布。ＨＰ随時更新。 

・体調悪い児童・スタッフの参加見合わせ ・参加時，退出時の手洗い・消毒 

・３密ふせぐ，共用部分（机・ドアノブなど）消毒 

１０月から屋外を中心とした体験プログラムおよび試験的にオンライン企業プログラム実施 

甲南高等学校ボランティア委員会・県立芦屋高等学校ラグビー部コロナ禍におけるボランティ

ア生活様式を説明し，参加。屋外を中心としたプログラム，オンライン企業プログラムを中心

に実施。 

1 月２８日から市民寄贈の不織布マスクをスタッフ・指導員が活動前につけ，活動後処分 

     し，キッズスクエアに菌を持ち込まない，持ち出さないと徹底する。 
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３２．スタッフ数 

 地域     マネージャー１,４００円   安全管理員  ９００円 

   シルバー人材 マネージャー１,２９７円    安全管理員 ９３５円 

   体験プログラム指導員     １,２００円 (１プログラム２人まで) 

   マネージャー・安全管理員・指導員・ボランティア交通費 １日 実費４４０円 

プログラム２７（両方協力１０） 

 精道 宮川 山手 岩園 朝日ヶ丘  潮見 打出浜 浜風 合計 

マネージャー      ７   ４   ３   ５   ４   ５   ８   ７ ４３名 

安全管理員   １１  ２０  １４  １７  １５  １１  １５   ７ １０９名 

計   １８  ２４  １７  ２２  １９  １６  ２３  １４ １６３名 



放課後こどもプラン 紙面開催 あしやキッズスクエア事業報告 

前回7月 20日に開催されました放課後こどもプラン以降のキッズスクエアついて 

前回はコロナ禍再開直後でしたので，その後の状況を中心にご報告申し上げます。 

１．学校再開，1年生開始時期 

 例年 6月末までに1年生の参加を開始しておりましたが， 

3～５月末の学校休校に伴い，1年生が学校になれる8月25日よりスタートしまし

た。 

２．コロナ禍のキッズスクエア 

 コロナ禍のキッズスクエアでは， 

以前にもお伝えをさせて頂きましたが 

令和 3年度キッズスクエア登録案内の中にございます 

別紙（黄色）保護者に配布，HPにアップしています資料をご覧ください。 

キッズスクエア入室・退出時の消毒， 

児童・同居家族が少しでも体調が悪い場合は参加をご遠慮ください。（スタッフも同

様），密になった場合，帰宅できる児童は帰宅をお願いします。 

体験プログラム指導員，ボランティアに関しても生活様式を提示し， 

ご協力頂いております。 

３．キッズスクエアの登録人数 

 キッズスクエア資料１２．登録児童の下段にございますように 

昨年度2,177名（４８.１％）に対して，今年度は1月現在で１,７３１名（３８.２％）

と446名全児童割合で約１０％減少しております。 

平成２９年度から全校で開催となりほぼ５０％の児童が登録していたため， 

コロナウイルス感染拡大防止に関する減少であると考えられます。 

学校別では，昨年度1番登録率の高かった山手の１５％減が最も多く，精道，岩園は

１３％，浜風１２％と地域や登録の方にかかわらず減少しています。 

潮見４％，朝日ケ丘５％というように減少率が低い所もございます。 

精道に関しましては，7月末まで密を避けるため43号線を境に北南のグループに分

けて隔日に参加頂いていたことやこちらが用意している部屋の広さが十分ではない

のでより密を避けるようにされた面もあるかもしれません。地域のスタッフの皆様に

はこうして地域の実情，状況に応じて活動頂き，感謝しております。 



４．参加児童 

 資料１３．参加児童（学年別）の合計を見て頂きますと昨年まで平成２９～31 年

度）の3年間の平均は47,662名となり，今年度12月末まで16,518名です。 

そこに１４．参加児童（平均人数・全児童・登録平均参加率）にございます令和2年

度全体の平均参加人数１７.６人が1～3月末まで開催をしたとして 

計算しましても24,966名となり約例年の半分程度なる予定です。 

表にありますように 1 日の平均参加人数が昨年度２７.９人に対して約 10 人減少し

ており，コロナ禍による開催日数の減少に加え，登録の所で申し上げましたように，

コロナウイルス感染拡大防止にご協力を頂いたものと思っております。 

５．学校別参加児童 

 引き続き14．参加児童をご覧ください。 

 全体の平均参加人数を年度（２７.９人）と今年度（１７.６人）を比較しますと３

６％の減少となります。 

 登録児童の所で登録児童の減少の大きかった山手は，参加児童でも－６６％と高い

のですが，同じように登録減少が高かった精道，岩園，浜風は， 

精道－３８％，岩園－１１％，浜風－２３％と決して高いと言い切れず， 

逆に登録減少幅の低かった朝日ケ丘，潮見に関しては， 

朝日ケ丘－３２％，潮見－２０％と参加人数の減少幅も低い傾向が見られます。 

６．体験プログラム 

 １６．体験プログラムをご覧ください 

 児童の登録，参加人数以上にコロナウイスル感染予防の為，縮小となりましたのが 

体験プログラムとなります。 

昨年度まで約小学校毎に１００程度実施し，２日に１回程度開催しておりましたが，

屋外を中心に実施するもの，企業や警察など感染予防を徹底し行う得るものなど厳選

しております。 

 現在，日本財団様に PC や WIFI などをご提供いただき，日頃企業をお世話くださ

っている放課後NPOアフタースクール様が開催していますオンラインプログラムを

１～２月に計１０回各小学校で１～２回開催を予定しております。 

 来年度からGIGAスクールも始まり，コロナウイルス感染予防の観点からも 

WIFI 環境の整備など課題はございますが，放課後の体験プログラムの方法の一つと

して実施可能なものから進めさせていただいております。 

 また前回コロナ禍で企業連携協働の減少の可能性についてご説明をさせて頂きま

したが，本市との協定による企業様に前向きなお話などを頂き，既に実施に向けて取

り組みを進めているものもございます。 

 コロナ禍ですが，こども達が放課後に様々な協働を得て，体験活動が行えるよう 

進めてまいります。 



７．ボランティア 

 １９．ボランティア・学生をご覧ください。 

 今年度はコロナ禍でボランティア学生の協力は得ることが難しいと思っておりま

したが，長年協力くださっています甲南高等学校ボランティア委員会様， 

県立芦屋高等学校ラグビー部様どちらも高校様の方から昨年１０・１１月からご協力

を得られることとなり，１９.ボランティア・学生の所にございますように１２月末ま

で３８８名のご協力頂きました。昨年度１年間の４４０名と近い形になり，約２～３

か月で昨年度と同様のご協力を頂けました。 

 甲南高等学校ボランティア委員会澤武先生，県立芦屋高等学校ラグビー部山内先生

には多大な御理解御協力を頂き，実現することができました。１月の予定をしており

ましたが，緊急事態宣言発令を県が国に要請した段階で高校と協議をし，現在は見合

わせております。 

 甲南高等学校に関しましては，今年度地域の集会所でスマホ講座を開いてくださる

など，現在本市と協定を結びました企業様とキッズスクエアに関して協働頂くなど，

精力的に活動頂いております。 

８．キッズスクエアと学童の連携 

 別紙青色学童・キッズスクエア連携のお知らせ，また３０．学童・キッズスクエア

連携をご覧ください。 

 今まで学童保育とキッズスクエアにおいては，保護者は両方に入会登録頂くことが

可能でしたが，同日に両方を利用することがはできませんでした。 

 そうなりますと学童保育で毎日延長を利用されている児童のキッズスクエアに 

参加できないという状態となり，延長を利用している児童も児童や保護者が望まれる

のであれば，キッズスクエアに参加できるように連携をすすめていく必要が生じてま

いりました。 

 但し，同日に保護者にも責任を担って頂くあしやキッズスクエアと 

 保護者の方と代わりに児童をみている放課後児童クラブの違いを保護者に理解を

していただき，連携であってもキッズスクエア利用時はキッズスクエアのルール， 

学童利用時は学童のルールを守っていただく必要性があることなど承諾書を提出い

ただく事も含めてすべての小学校で連携を始める前にキッズスクエアと学童保育 

スタッフの打合せ，保護者説明会を各８回ずつ，開いた後， 

7月に校区が遊歩道で移動できる浜風，また同様にシーサイド地域にあり， 

歩道が整備されている潮見で実施を始めました。 

11月に精道・宮川・打出浜 

12月に山手・岩園・朝日ケ丘と 

市内全小学校において新たな連携をスタートさせることができました。 

まだ，登録者，利用者はわずかではございますが， 

安心，安全をしっかりと検証していきながら放課後のこども達の活動がより充実した



ものとなりますよう努めてまいります。 

９．来年度登録案内 

 来年度に向けて２月上旬に現１～５年生に登録案内を配布し， 

例年通り各小学校の１年生説明会に時間を設けて頂き，保護者に説明を行っておりま

す。小学校の 1 年生説明会もコロナ禍のため密を避けるためにポスターセッション

のよう形をとる学校もあり，変化が見られますが，学校によっては放課後校庭で遊ぶ

場合はキッズスクエアで遊ぶのが保険なども観点からも好ましいという学校等もご

ざいます。また学校側で保護者にお伝えしにくいキッズスクエアについて問い合わせ

や連絡は学校にご遠慮くださいといった点についても，小学校に入学される前に 

しっかりとお伝えする必要がございます。 

緊急事態宣言下でございますので，申込みに関しましても，従来の青少年育成課窓口

にお越しになられることをできるだけ避けて頂き，郵送，また市役所通用口にありま

す郵便ポスト投函をお願いし，登録案内にも通用口の写真を掲載しております。 

 また従来，小学校に保護者が懇談などでお越しになられるときに，納付済みの納付

書，申請書を提出いただけるようスタッフを配置しておりましたが，対面を避けるた

め，該当日はキッズスクエアに専用BOXを設け，投函いただく形とさせていただく

予定です。 

１０．キッズスクエアトータルコーディネーター 

 キッズスクエアではよりこども達にとって魅力ある事業となるため，トータルコー

ディネーターとして，今年度12月より，地域のスポーツの分野，社会教育団体とし

てNPOでも活躍されている久留島様にご快諾を頂き活動頂いております。 

任期は 3 月末までと短い期間とはなりますが，子どもたちを指導されている専門的

な見地，NPO でのご活躍などのご経験をキッズスクエアのさらなる充実に向けてご

活躍頂きたいと思っております。 


